
























































ところで， 周知のように， インドに稜生した梯教は， 日本のみならず，
それが博播されたアジア諸地域において， 重要な文化的ファクタ となっ
ている．そして，それについての認識は，近現代の日本においても一様で
はなかった．嘗初はインドの悌教，東アジアの偶数といえども， 日本側教
の立場から， どちらかと言えば，主観的な研究がなされがちであった．そ
れに封して， インドの偶数をインドの歴史のなかに置き， また東アジアの
偶数をその歴史のなかに置いて客観的に， 換言すれば地域研究の方法を加
味して，研究するようになったのは， 日本における偶数研究の長い過程に
おいて，そう古いことではない．この点は，インドの哲皐・宗説思想の研究
に闘しでも共通して指摘できるであろう．
日本の研究者が駄米の研究者よりも有利な点は， 中園語資料を比較的容
易に利用できることである．この利点が逆に作用したと見ることもできる．
日本におけるこの分野の研究の歴史のなかには，誇るべき研究成果も多い．
